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着
で
き
る
エ
リ
ア
が
拡
大
。

◇
都
心
方
面
等
へ
の
配
送
時
間

の
短
縮
や
物
流
の
効
率
性
向
上

に
寄
与
。

【
圏
央
道
開
通
区
間
概
要
】

◇
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

（
圏
央
道
）
は
、
首
都
圏
の
道

路
交
通
の
円
滑
化･

環
境
改

善
、
沿
線
都
市
間
の
連
絡
強
化

等
を
目
的
と
し
た
都
心
か
ら
半

径
お
よ
そ
40
～
60
㎞
の
位
置
に

計
画
さ
れ
て
い
る
総
延
長
約
３

０
０
㎞
の
環
状
の
自
動
車
専
用

道
路
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
約

２
３
０
㎞
が
開
通
し
て
る
。

◇
今
回
開
通
区
間
の
概
要

路
線
名：

国
道
４
６
８
号
首
都

圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央

道
）

開
通
区
間：

久
喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
埼
玉
県
久
喜
市
下
早
見)

～

境
古
河
Ｉ
Ｃ
（
茨
城
県
猿
島
郡

境
町
西
泉
田
）

開
通
日
時：

平
成
27
年
３
月
29

日
（
日
）
15
時

延
長：

19
・

６
㎞

車
線
数：

暫
定
２
車
線

◇
群
馬
方
面
～
成
田
空
港
間
の

高
速
バ
ス
は
、
現
在
、
都
心
経

由
で
運
行
さ
れ
て
お
り
、
移
動

時
間
に
差
が
大
き
く
で
て
い
る

状
況
。

◇
次
々
と
つ
な
が
る
圏
央
道
の

開
通
を
睨
ん
で
、
高
速
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
の
変
更
や
停
留
所

の
新
設
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、

企
業
活
動
の
活
性
化
を
後
押

し
。

◇
圏
央
道
ル
ー
ト
へ
の
変
更
に

よ
り
、
都
心
を
通
ら
ず
成
田
空

港
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た

め
、
定
時
性
の
向
上
や
時
間
短

縮
を
期
待
し
て
い
る
と
の
声
。

【
効
果
②
】

民
需
の
拡
大

～
広
域
的
な
観
光
交
流
の
促
進

～◇
沿
線
の
観
光
バ
ス
事
業
者
で

は
、
圏
央
道
の
開
通
を
契
機
に

新
規
バ
ス
購
入
に
よ
る
事
業
拡

大
を
検
討
す
る
な
ど
、
民
間
投

資
を
喚
起
。

【
効
果
③
】

地
域
交
通
状
況
の
改
善

◇
開
通
区
間
に
並
行
し
て
走
行

す
る
路
線
バ
ス
で
は
、
４
車
線

で
開
通
し
た
国
道
４
号
春
日
部

古
河
バ
イ
パ
ス
（
新
４
号
バ
イ

パ
ス
）
や
圏
央
道
に
交
通
転
換

が
図
ら
れ
、
バ
ス
停
間
の
定
時

性
が
向
上
。

◇
路
線
バ
ス
利
用
者
は
、
目
的

地
へ
の
到
着
時
間
の
遅
れ
や
バ

ス
の
待
ち
時
間
が
減
っ
た
こ
と

を
実
感
。

【
効
果
④
】

企
業
活
動
の
効
率
化

～
時
間
短
縮
効
果
～

◇
東
北
道
と
の
接
続
に
よ
り
、

開
通
区
間
沿
線
か
ら
60
分
で
到

圏
央
道
の
久
喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
境
古
河
Ｉ
Ｃ
間
20
㎞
の
開
通

か
ら
３
ヶ
月
以
上
た
ち
ス
ト
ッ

ク
効
果
が
発
現
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
11
月
末

ま
で
に
圏
央
道
（
桶
川
北
本
Ｉ

Ｃ
～
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
間
）
が
開

通
し
、

◇
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
、
北
関
東
方
面
か
ら
湘
南

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強
化

◇
沿
線
に
立
地
す
る
物
流
施
設

な
ど
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
企

業
活
動
を
さ
ら
に
支
援
す
る

な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

※
ス
ト
ッ
ク
効
果

整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
が
機
能

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
継
続
的

に
中
長
期
的
に
得
ら
れ
る
効
果

【
効
果
①
】

地
域
経
済
の
好
循
環

～
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

～

施
策
、
災
害
・
事
故
発
生
時
等

に
お
け
る
柔
軟
な
料
金
施
策
、

大
型
車
の
効
果
的
・
効
率
的
な

利
用
を
促
す
た
め
の
料
金
施
策

の
よ
う
な
料
金
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

の
３
つ
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
料
金
体
系
の
確
立
に
あ

た
っ
て
の
留
意
事
項

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
、
27
年
度
末
の
圏
央
道
概

成
、
三
環
状
完
成
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、
料
金
体
系
の
確
立
に

向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確

に
す
る
。

ま
た
、
環
状
道
路
の
整
備
の

進
捗
状
況
も
考
慮
し
て
、
段
階

的
な
見
直
し
や
負
担
増
に
対
す

る
一
時
的
な
割
引
を
実
施
す
る

な
ど
、
激
変
緩
和
措
置
の
導
入

も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
、
交
通
状
況
に
あ
わ

せ
た
割
引
・
割
増
を
行
う
な

ど
、
企
画
割
引
制
度
を
柔
軟
に

運
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
新
た
な
料
金
シ
ス
テ
ム

の
構
築

様
々
な
政
策
課
題
に
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
２
・
０
の
普
及
を
促
進
し
つ

つ
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
料
金
支
払

の
義
務
化
も
検
討
す
る
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
、
料
金
施
策
を

活
用
し
た
道
路
交
通
の
平
準
化

や
分
散
化
、
道
路
交
通
需
要
の

低
減
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路
が
そ

の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
賢

く
使
う
こ
と
が
で
き
る
「
三
環

状
時
代
の
新
た
な
料
金
体
系
」

の
確
立
に
向
け
て
、
整
理
す
べ

き
で
あ
る
。

１
）
圏
域
共
通
の
新
し
い
料
金

体
系
の
確
立

「
首
都
圏
料
金
の
賢
い
３
原

則
」
と
し
て
、

①
利
用
度
合
い
に
応
じ
た
公
平

な
料
金
体
系
〔
対
距
離
制
を
基

本
と
し
た
料
金
〕

②
管
理
主
体
を
超
え
た
シ
ン
プ

ル
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系

〔
管
理
主
体
間
の
継
ぎ
目
を
感

じ
な
い
料
金
〕

③
交
通
流
動
の
最
適
化
の
た
め

の
戦
略
的
な
料
金
体
系
〔
効
率

的
・
柔
軟
な
利
用
を
実
現
す
る

料
金
〕

の
料
金
体
系
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

２
）
実
現
に
向
け
た
取
組

「
首
都
圏
料
金
の
賢
い
３
原

則
」
に
従
っ
て
、
公
平
な
料
金

体
系
、
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ

ス
な
料
金
体
系
、
戦
略
的
な
料

金
体
系
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、

①
料
金
体
系
の
整
理
・
統
一

料
金
水
準
や
車
種
区
分
に
つ

い
て
、
対
距
離
制
を
基
本
と
し

て
統
一
し
、
具
体
の
料
金
水
準

に
つ
い
て
は
、
大
都
市
近
郊
区

間
の
水
準
を
参
考
に
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
起
終
点
を
基
本
と
し
た
継
ぎ

目
の
な
い
料
金
の
実
現

発
着
地
が
同
一
な
ら
ば
、
経

路
間
の
差
異
に
よ
ら
ず
料
金
を

同
一
と
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ

ャ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
１
回
の
利

用
に
対
し
て
１
回
分
の
み
課
す

べ
き
で
あ
る
。

③
政
策
的
な
料
金
の
導
入

料
金
体
系
の
整
理
・
統
一
や

起
終
点
を
基
本
と
し
た
料
金
を

導
入
し
た
上
で
、
政
策
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
対
象
と
な
る

路
線
や
時
間
帯
な
ど
を
区
切

り
、
混
雑
状
況
に
応
じ
た
料
金

ピ
ッ
ク
の
開
催
時
期
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
抜
本
的
な
見
直

し
に
よ
り
、
賢
く
使
う
た
め
の

料
金
体
系
へ
と
変
革
す
べ
き
で

あ
る
。

（
１
）
現
行
の
料
金
体
系
の
課

題
料
金
水
準
や
車
種
区
分
等
が

路
線
や
区
間
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
、
圏
央
道
を
経
由
す
る

よ
り
も
都
心
部
を
経
由
し
た
方

が
料
金
が
安
く
な
る
な
ど
、
経

路
に
よ
る
差
異
が
生
じ
て
い

る
。ま

た
圏
央
道
や
横
浜
横
須
賀

道
路
等
に
お
け
る
他
の
路
線
と

比
べ
て
高
い
料
金
水
準
や
、
管

理
主
体
が
異
な
る
高
速
道
路
を

跨
い
で
利
用
す
る
際
に
課
さ
れ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ
等
に

よ
る
割
高
感
が
あ
り
、
高
速
道

路
の
交
通
量
の
分
担
率
引
上
げ

の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
今
後
の
料
金
体
系
の
あ

り
方今

後
の
首
都
圏
の
料
金
体
系

首
都
圏
の
高
速
道
路
は
、

◇
都
心
部
の
渋
滞
緩
和
の
た
め

に
整
備
さ
れ
た
首
都
高
速

◇
大
都
市
圏
を
連
絡
す
る
な

ど
、
国
土
開
発
の
た
め
に
整
備

さ
れ
た
東
名
高
速
等

◇
既
存
の
国
道
の
渋
滞
緩
和
や

事
故
削
減
等
の
た
め
に
整
備
さ

れ
た
京
葉
道
路
等

が
相
互
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
り
、
昭
和
30
年
代
か

ら
今
日
ま
で
順
次
整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
整
備
の
経
緯
な

ど
に
よ
り
、
首
都
圏
の
料
金
体

系
は
、
結
果
と
し
て
路
線
毎
に

決
定
さ
れ
た
料
金
体
系
を
寄
せ

集
め
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
首
都
圏
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢
く
使
う

よ
う
な
料
金
体
系
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、
三
環
状

を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

の
強
化

高
速
道
路
や
国
道
を
中
心
と

し
た
主
要
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
、
暫
定
２
車
線
区
間
の

機
能
強
化
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

２
）
持
続
的
な
利
用
を
可
能
と

す
る
た
め
の
効
果
的
・
効
率
的

な
機
能
確
保

主
要
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

戦
略
的
に
維
持
修
繕
・
更
新

し
、
経
路
誘
導
等
に
よ
り
大
型

車
の
利
用
を
を
適
正
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

３
）
道
路
交
通
状
況
の
き
め
細

や
か
な
把
握

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を
中
心

と
す
る
現
状
の
道
路
交
通
調
査

体
系
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進

展
に
合
わ
せ
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

道
路
交
通
状
況
の
き
め
細
や
か

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

短
化

〈
使
い
や
す
さ
を
向
上
す
る
た

め
の
取
組
〉

⑤
最
新
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
案
内
、
休
憩
等
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

⑥
交
通
機
関
相
互
の
シ
ー
ム
レ

ス
化
に
よ
る
人
流
・
物
流
の
活

性
化

〈
地
域
と
の
連
携
促
進
の
た
め

の
取
組
〉

⑦
高
速
道
路
と
施
設
と
の
直
結

等
に
よ
る
地
域
と
の
ア
ク
セ
ス

機
能
の
強
化

（
２
）
賢
く
使
う
取
組
を
支
え

る
た
め
に
進
め
る
施
策

１
）
主
要
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

３
）
高
速
道
路
を
中
心
と
し
た

「
道
路
を
賢
く
使
う
取
組
」
の

基
本
的
な
考
え
方

高
速
道
路
を
中
心
と
し
た
今

あ
る
道
路
の
運
用
改
善
や
小
規

模
な
改
良
等
に
よ
り
、
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
と
し
て
そ
の

機
能
を
時
間
的
・
空
間
的
に
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
に
も
目
標
を
掲
げ
、
我
が
国

が
道
路
を
賢
く
使
う
世
界
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
と
い
う

意
気
込
み
を
持
ち
、
先
進
的
・

先
端
的
な
取
組
に
挑
戦
す
べ
き

で
あ
る
。

４
）
高
速
道
路
を
主
な
対
象
と

し
た
具
体
的
な
取
組
に
向
け
て

道
路
の
使
い
方
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
充

実
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
つ
つ
、
賢
く
使
う

取
組
を
具
体
的
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

〈
円
滑
な
走
行
を
実
現
す
る
た

め
の
取
組
〉

①
科
学
的
な
分
析
に
基
づ
く
集

中
的
な
対
策
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
の
解
消

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活
用
し
た

本
格
的
な
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
へ
の
移
行

〈
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取

組
〉

③
高
速
道
路
の
更
な
る
活
用
促

進
に
よ
る
生
活
道
路
と
の
機
能

分
化

④
備
え
の
重
点
化
と
連
携
の
強

化
に
よ
る
通
行
規
制
時
間
の
最

方
向
性
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
の
産

業
競
争
力
強
化
、
災
害
に
対
す

る
安
全
・
安
心
の
確
保
、
イ
ン

フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
・

更
新
な
ど
の
考
が
示
さ
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
新
し
い
国
土
形
成

を
着
実
に
進
め
る
上
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
道
路

の
高
度
化
、
高
質
化
を
進
め
、

①
新
た
な
産
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
提
供
に
よ
る
雇
用
の

創
出

②
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
の
連
携

に
よ
る
人
流
・
物
流
の
活
性
化

③
平
常
時
、
災
害
時
を
問
わ

ず
、
安
全
・
安
心
な
道
路
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
現

な
ど
に
よ
り
、
様
々
な
変
化
に

対
し
、
我
が
国
の
経
済
・
社
会

シ
ス
テ
ム
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

２
）
道
路
の
使
い
方
の
課
題

我
が
国
の
道
路
は
、
他
国
と

比
較
し
て
車
線
数
が
少
な
い
な

ど
、
依
然
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
貧
弱
で
、
十
分
に
使
い
切

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
①

円
滑
に
走
行
で
き
な
い
、
②
安

全
に
利
用
で
き
な
い
、
③
使
い

に
く
い
、
④
地
域
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
不
十
分
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
進
展
す
る
一
方
で
、
こ

れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
、
利
用
さ

れ
て
い
る
道
路
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
渋
滞
や
事
故
等
の
社
会

的
な
損
失
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
財
政
的
・
空
間
的
な

制
約
下
に
お
い
て
こ
れ
に
対
応

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
あ
る

道
路
の
運
用
改
善
や
小
規
模
な

改
良
等
に
よ
り
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
と
し
て
そ
の
機
能

を
時
間
的
・
空
間
的
に
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
「
賢
く
使
う
取

組
」
が
重
要
で
あ
る
。

（
１
）
賢
く
使
う
取
組

道
路
を
賢
く
使
う
取
組
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
我
が
国

が
直
面
す
る
課
題
に
対
す
る
今

後
の
国
土
づ
く
り
の
考
え
方
を

踏
ま
え
た
上
で
、
道
路
に
お
け

る
課
題
を
整
理
し
、
取
り
組
む

べ
き
内
容
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

１
）
目
指
す
べ
き
国
土
の
姿
を

踏
ま
え
た
取
り
組
む
べ
き
道
路

政
策我

が
国
が
直
面
す
る
①
急
激

な
人
口
減
少
・
少
子
化
や
異
次

元
の
高
齢
化
の
進
展
、
②
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、

③
巨
大
災
害
の
切
迫
、
④
深
刻

な
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
と
い
う

危
機
に
対
し
、
国
土
づ
く
り
の

か
ら
の
料
金
の
低
減
や
、
管
理

財
源
の
確
保
、
混
在
し
て
い
る

有
料
区
間
と
無
料
区
間
の
整
理

な
ど
、
将
来
の
高
速
道
路
の
利

用
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
も
重
点
的
に
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

首
都
圏
と
と
も
に
日
本
経
済

を
牽
引
す
る
近
畿
圏
や
中
京
圏

の
料
金
体
系
に
つ
い
て
も
、
議

論
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。さ

ら
に
は
、
国
際
競
争
力
の

強
化
や
地
域
活
性
化
等
の
観
点

国
土
幹
線
道
路
部
会

国
土
交
通
省
は
、
今
年
１
月
に
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路
部
会

で
、
『
高
速
道
路
を
中
心
と
し
た
「
道
路
を
賢
く
使
う
取
組
」
の
基
本
方
針
』
を
と
り
ま
と
め

て
、
公
表
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
国
民
の
意
見
、
関
係
団
体
か

ら
の
意
見
、
高
速
道
路
機
構
・
会
社
の
業
務
点
検
結
果
、
そ
し
て
７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
部

会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
高
速
道
路
を
中
心
と
し
た
「
道
路
を
賢
く
使
う
取
組
」
の
中
間
答
申

を
と
り
ま
と
め
た
。

１

道
路
を
よ
り
賢
く
使
う
た
め
の
取
組

２

首
都
圏
の
高
速
道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金
体
系

３

そ

の

他

圏央道の開通により渋滞している都心通過を回避

観光や企業活動が活性化するなどストック効果が発現
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